
様式１‐１ 

                                                ［概要報告書］ 
 

実践校に関する事項 

学校区分 学校名 学校長名 

 橋本市立高野口小学校 榊 洋史 

学校所在地 

  〒  ６４９‐００７２ 橋本市高野口町名倉２２６ 

  Tel０７３６( ４２ ) ２０６１ fax ０７３６ ( ４２ ) ２０８２  

担当者名 役職名・担当教科 

中山 睦子 6年担任 

 〔学校の概要〕 

 北は和泉山脈、南は紀ノ川にはさまれた洪積平野に位置し、歴史は古く明治8年に開校した学校である。昭和12年に建てられ

た校舎は、平成21年から改修が始まり、現在の木造校舎は、国の重要文化財に指定されている。また、平成28年にはユネスコ

スクールに加盟。令和３年、児童数224名の子どもたちは、落ち着いた校舎でのびのびと学校生活を送っている。 

研究実践に関する事項 

対象者児童・生徒 学習支援者等（延人数） 主な活動場所 

  学年 ６年生  ３７名  ５名  職員 ２名 高野町中央公民館 ／ 奥之院 

実践研究テーマ 

未来を創る子どもの育成 

実践教科等名 単元名 

総合的な学習の時間 ふるさと学習 

「紀伊山地の霊場と参詣道の魅力を探ろう」 

 〔キーワード〕 高野口、弘法大師、世界遺産学習 

 〔単元目標〕 

（１） 高野口町の歴史について調べる。                           （関心・意欲・態度） 

（２） 高野口町の歴史を調べる中で、さらに調べたいことを見つけ、追及して取り組む。 （課題設定・課題解決の能力） 

（３） 情報を集め、調べたことを効果的に伝えようとする。           （表現力・コミュニケーション能力） 

（４） 世界遺産高野山のふもとの町であることや、織物産業で有名な街としての歴史に誇りをもつことができる。 

（学びに向かう力、人間性） 

 〔学習に当たった全学習時間数（世界遺産学習に関わる時間数及び 学習活動名／教材名）〕 

  全体    ３５ 時間 （ ふるさと学習 ／紀伊山地の霊場と参詣道の魅力を探ろう   １０ 時間 ） 

 〔地域および文化財管理者等との連携の実施状況〕 

（１）和歌山県世界遺産センター・・・次世代育成事業（現地学習等） 

（２）和歌山県世界遺産マスター・・・次世代育成事業（現地学習） 



様式１‐２ 

                                                ［概要報告書］ 
 

実践校に関する事項 

 〔単元指導計画概要〕 

  主な学習活動 学習への支援 評価方法等  

１ 

１ 昔の高野口の姿について知る。 

２ 高野口の歴史について調べる。 

３ 高野口町の文化遺産を訪ねる。 

 

・高野口の歴史を調べる中で、さらに調べたい

ことを見つけ、追及して取り組む。 

 

（課題設定・課題解決の能

力） 

ワークシート 

２ 

４ 高野口町の文化遺産について 

分かったことをまとめる。 

５ さらに調べたいことを見つけ、 

追究して取り組む。 

・地域の人、もの、ことにかかわる探究的な学

習の過程において、課題の解決に必要な知識及

び技能を身に付けているとともに、地域の特徴

や良さが分かる。 

（知識・技能） 

ワークシート 

３ 

６ 世界遺産高野山のふもとの町である

ことに目を向け、「紀伊山地の霊場と

参詣道」について知る。 

７ 高野山について調べる。 

・高野山の歴史を調べる中で、さらに調べたい

ことを見つけ、追究して取り組む。 

 

（課題設定・課題解決の能

力） 

ワークシート 

４ 

８ 世界遺産講座により、世界遺産の概要

を学び、高野山奥之院の現地学習を通

して「紀伊山地の霊場と参詣道」につ

いて興味関心を高める。 

３．  

・現地でしか味わえない雰囲気を堪能し、自ら

調べてきた事柄について、さらに理解を深め、

興味関心を高めるきっかけにする。 

（学びに向かう力、人間性） 

 

５ 

９ 現地で学んだことをまとめる。 

10 調べたことを発表する。 

・地域の人、もの、ことから、集めた情報を整

理、分析してまとめ、表現する力を身に付ける。 

（表現力・コミュニケーシ

ョン能力） 

ワークシート 

 
 〔単元学習の成果と課題〕 

成果 ふるさと学習の実践を通して、児童が様々な事柄に対して、主体的に学びに向かおうとする態度が身についてきた。 

   身近な町の文化遺産を調べる中で、歴史との深い結びつきを発見し、さらに、世界遺産との深い結びつきも発見し、 

点と点が結びついていくような感覚で調べ学習を意欲的に進めることができた。また、実際に現地で見学をすることが 

できたことで、さらに理解を深め、興味関心を高めることができた。 

課題 高野口町内の文化遺産を訪ねた際、場所によっては情報量が少ないところもあったので、世界遺産マスターさんの   

ような方と一緒に見学に行けたら、さらに高野口の興味深い歴史が紐解けたのではないかと感じた。 

 〔世界遺産学習の効果〕 

 世界遺産が、世界の人々にとって共通するかけがえのない宝物であり、未来の人々に引き継いでいかなければならない貴重

なものであるということを知り、それらの世界遺産が身近にあることに誇りをもち、興味関心を広げながら学習することが

できた。 

（１） 高野口町の文化遺産について知ることができた。 

（２） 世界遺産について、知識を深めることができた。 

（３） 高野山の歴史について学習したことをまとめ、発表することができた。 

 〔世界遺産学習の今後の方向性及び改善点について〕 

 今回の次世代育成事業で、身近にありながら、なかなか知られていない地域の歴史を知るきっかけにすることができた。 

今後も地域のことに目を向け知識を深めるために、地域人材の活用を考えながら、続けていきたいと感じた。 
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